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１．概要（Summary） 

小型なジャイロセンサとして MEMS 技術によって作ら

れた振動型のジャイロセンサが広く用いられている. 振動

型ジャイロセンサはセンサ内で常に錘を振動させておき, 
センサに角速度が加わった時に生じるコリオリ力を検出す

ることで角速度を計測する. 検出素子としてよく用いられ

る櫛歯電極は面外方向の振動を検出しにくいという課題

があった. 一方で, ピエゾ抵抗を検出素子として使う研究

もあるが, 一般的なセンサ表面に形成されるピエゾ抵抗

では面内方向の振動を検出しにくい. 本研究では側面ド

ープを利用して, コリオリ力による面内方向の振動を計測

可能なジャイロセンサを設計製作し, 角速度への応答を

評価した. 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
●超高速大面積電子線描画装置 

●マスク・ウエーハ自動現像装置群 

●ステルスダイサー 

【実験方法】 
センサの製作においてナノテクプラットフォームが有す

る電子線描画装置を活用し、 ピエゾ抵抗型ジャイロセン

サを製作した。 センサは 4.0 mm × 4.0 mm × 0.3 mm 
の大きさで, 内部に質量 1.1.× 10−7 kgの錘 4 つと錘を支

えるばね, コリオリ力検出のための片側面にピエゾ抵抗を

もつ梁 4 本を含んでいる. 
錘はセンサに加えられた磁場と錘上を流れる交流による

ローレンツ力によって面内方向に加振されており, センサ

表面に垂直な軸まわりの角速度が加わった時に生じるコリ

オリ力による錘の面内方向の振動を検出することで角速

度を計測する. 以上のようなジャイロセンサを設計製作し, 
角速度への応答を評価した. 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
角速度への応答の計測の結果, センサ上のピエゾ抵抗

が理論通りに角速度に応じて抵抗値変化することが確認

でき, 製作したセンサで面内方向の変形を生じるような軸

まわりの角速度を計測堪能なことが確認できた. ピエゾ抵

抗の抵抗変化率は約 1×10−7 deg./s, センサの分解能は

約 0.2 deg./sであった. 
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